
参加報告書 

福山大学 ４年 

広島県２級審判員 

近藤琢哉 

1. 大会概要 

大会名：「2026 年度第 50 回全日本大学サッカートーナメント」 

主催：公益財団法人日本サッカー協会、一般財団法人全日本大学サッカー連盟 

参加チーム：３２チーム 

2. 審判員 

JUFA 派遣審判員：１９名（東北１名、関東７名、東海４名、関西３名、中国３名、九

州１名） 

3. 研修内容 

事前研修 

「競技者の「安全」を守りながら、信頼される魅力あるコントロールの実現」 

競技規則改正のポイントについての講義と確認 

1 日目 

プラクティカルトレーニング・夜の集合研修 

競技規則改正のポイントの練習 

さまざまな状況を再現し、どのように適用するのかの確認 

 

 

２日目 

M１静岡産業大学 vs 日本体育大学 主審  INS 唐木田氏 

試合を通してファールの見極め自体は良かったものの笛のタイミングが遅い点、SPA か

どうかの見極めを的確に行うことをご指摘いただいた。 

また、ポジショニングに関しては、二列目の選手がボールを保持した時の先取りを意識

し、争点との距離感を適切に取れるようにする。 

 

集合研修 

「競り合いの判定」 

試合中に多発する競り合いの見極めの精度を上げるための講義 

どこにフォーカスし、どういう状況なのかの見極め 

コンシダレーションは何なのか 

 

「マネジメントについて」 

マネジメントは「判定が正しい前提」で行うもの 

一歩間違えれば逆効果 

「レフェリーがゲームを読み、感じコントロールする必要がある。」 



 

3 日目（休息日） 

審判員で自主研修 

自身の試合の振り返り 

フィジカル面でラストの１５分のポジショニングが遠く、判定自体にずれはないもの

の、納得感が低い状況になっている。 

 

4 日目（最終日） 

流通経済大 vs 福岡大 主審  INS 大柿氏 

タクティカルファールの見極め 

マネジメントは効果的だが、インプレー中の「〇〇しない」等の発言は必要なのか見極

める必要がある。 

 

4. まとめ 

最後になりましたが、追加という形ではありますが中国学連を代表して参加することが

でき非常に嬉しく思っております。今回の経験を活かし、少しずつではありますが、成

長した姿を見せられるように努力して参ります。今回は参加させていただき、ありがと

うございました。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

 


